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目  的  

（会議等の名称）

人口減少時代の自治体財政  

（財政破綻に向かう自治体財政①・②）  

会議等の  

主催者の名称  

地方議員研究会  

場  所  

名称等：国際ビル２階 区画 224 リファレンス貸会議室  

 

住 所：東京都千代田区丸の内３丁目１－１  

期  間  令和６年７月１９日（金）  

会議等の内容  別紙資料のとおり  

会議等の  

所感・成果等  

 講座の内容が、全国の自治体共通の課題である「財政の

在り方」に関するものであったため、日光市の財政状況と

照らし合わせて考えることができた。また講義の中では、

具体的な事例を挙げ説明をいただいたので、より簡潔に理

解することができた。  

 所感・成果等を以下の５点にまとめる。  

１人口減少の影響 : 

• 人口減少が自治体の財政に及ぼす影響を学ぶことがで

きた。  



様式２ 

• 減少する人口に対応するための短・中・長期の財政戦略

が重要であると理解した。  

２   財政破綻のリスク : 

• 多くの自治体が直面している財政破綻のリスクについ

ての多面的・多角的に考えることができた。  

• 財政破綻を避けるための具体的な対策や事例紹介が印

象的であると感じた。  

３ 持続可能な財政運営 : 

• 持続可能な財政運営のためには、歳入の多様化や歳出の

見直しが不可欠であることを認識した。  

• 自治体が独自に歳入を増やすための方法（法定外税）や

歳出削減の具体的な手法について学ぶことができた。  

４   先進事例の紹介 : 

• 成功している自治体の具体例を通して、実践的なアプロ

ーチ方法を学んだ。  

• 他の自治体の成功事例を参考に、日光市でも実践可能な

具体的な方法を見つけることができた。  

５   意識改革の重要性 : 

• 自治体職員の意識改革が重要であり、新しい視点での問

題解決が求められていると感じた。  

• 研修を通じて、自分自身の意識改革も必要であることを

痛感した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 


